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見つける、叶える、なりたい自分。それが東北文教大流。

東北文教大学 広報誌
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　山形県は民話の宝庫。そんな民話の魅力を若い世代にも
もっと知ってもらおうと、平成26年にはじまった本学学生によ
るラジオ番組「みんなdeみんわ」が、今年で６年目を迎えまし
た。FM山形との共同制作によるこの番組は、パーソナリティ
である学生たちが集め歩いた山形県内津々浦々の民話を、毎
回自分たちの目線を交えながら紹介するというもの。語り手さ
んへの取材にはじまり、その後の音源の編集、ラジオ局との打
合せや番組収録に至るまで、番組づくりのすべての過程に学
生が携わっています。番組の監修を務めるのは、本学民話研
究センター。当センターのセンター長でもある総合文化学科
の佐藤晃教授と、同学科の依田平准教授が、学生たちの活動
をバックアップしています。
　番組では、学生が地域の語り手さんのもとへ直接出向き、
収録してきた民話を放送します。各地域の方言で語られるそ
れらの民話はどこか懐かしく、感情豊かな語り口は聴き手の
想像力を大いにかき立ててくれます。そして民話の後にパーソ
ナリティの学生たちが率直な感想を語り合うコーナーも番組
の聴きどころの一つ。時に悲しさや恐ろしさの要素を伴う独
特の世界観の中にも、ストーリーの背景にある当時の人々の
暮らし、さらに今に通じる教訓が読み取れることを学生なら
ではの新鮮な目線で分析しています。「学生の取材を語り手さ
んたちも楽しみにしています。山形の民話を伝えてくれるよう
学生たちに期待しています。」と佐藤教授。学生たちの意欲的
な姿勢に、今後も一層の期待を寄せています。 　佐藤教授に誘われて活動に参加するようになったのは、総

合文化学科２年の菅井梨帆さん、土田有紗さんの２人。地域
の方 と々の交流や民話語りという豊かな文化との出会いが、
自身を大きく成長させてくれると口を揃えます。
　一方、子ども教育学科２年の丹海悠さんは先輩に誘われ、
メンバーの一員に。それまでは、「なんとなくつまらなそう」と
思っていた民話でしたが、今では「知らないと損。ちょっと聴
いてみて！」と、その魅力を力強くアピールします。
　そして３人の兄貴分的存在が、子ども教育学科４年の湯
澤真さん。ラジオ番組づくりをとおして、語り手さんの表現に
より音声だけで楽しめる民話の面白さを再発見できたそう。
「将来は小学校の先生として、子どもたちが直接民話を聴け
る機会をつくりたい」と目を輝かせます。

　「みんなdeみんわ」のオープニングトークには、毎回流れる
こんなフレーズが。『民話は、親が自分の子どもを思う、愛情あ
ふれた祖先からのメッセージ。未来を担う、子どもたちへの最
大の贈りもの・プレゼントでもあるんですよね』―。民話のふく
よかな世界に光を当て、豊かに民話を継承していく学生たち
のユニークな取り組みに、今後も目が離せません。

語り手さんへの取材。
みんな真剣です！

本番前は入念に
台本の読み合わせ。

新しい出会いが
毎回楽しい♪

知るほどに奥深い「民話」。
その魅力をラジオにのせて

民話から広がる出会いと
豊かな可能性

未来へも継承したい。
祖先からの大切な贈り物

おもしろい

♫

♪

♪

話と聞くと、なんだかつまらなそうで、自分には縁遠いこ 
と…。そんなイメージを抱く人も少なくはないでしょう。と

ころが東北文教大学では、たくさんの人に民話の魅力を広めよう
と学生たちがラジオ番組づくりに奮闘しています。イマドキ女子た
ちもハマる民話の世界。ちょっとのぞいてみませんか？ 
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第2週の木曜日
21:00～21：30
東北文教大学の学生
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丹 海悠さん
人間科学部 子ども教育学科２年
（山形県立新庄南高等学校金山校 出身）

みゆう

土田 有紗さん
短期大学部 総合文化学科２年
（山形県立新庄南高等学校 出身）

菅井 梨帆さん
短期大学部 総合文化学科２年
（山形県立鶴岡北高等学校 出身）

湯澤 真さん
人間科学部 子ども教育学科４年
（山形県立米沢商業高等学校 出身）

❶活動をしていた先輩に誘われ、興味を持ったから。
❷先生方や友達、語り手さんと一つの番組を作りあげ
ていくところ。❹知識が増えた。活動をとおして出会え
た友達の優しさや気配りを真似したいと思うようになっ
た。❺スマホで気軽に民話を聴けるようにしてみたい。

❷取材や収録を重ねて放送されるので、達成感を感じ
られる。❸わからない方言を聞き取って話を理解するこ
と。❹リスナーに伝わるような話し方や声の出し方を工
夫できるようになった。❺民話のように、身近にある素
敵なものを掘り起こしてみんなに伝えていきたい。

❶学科長にお声がけいただいて。❷実際のラジオ収録
を経験でき、地域の方 と々交流できるところ。❸台本を
視聴者に聴きやすいように読むこと。❹交流の輪が広
がった。また「相手に伝えること」をより意識するように
なった。❺司会やアナウンスをする際に役立てたい。

❶ラジオの世界に触れてみたいと思ったから。❷映像が
なくても語り手さんの音声だけで楽しめるところ。❸同
じ県内でも地域によって方言がまったく違うところ。❹
民話の大切さや面白さを学ぶことができた。❺子どもた
ちが直接民話を聴ける機会を作っていきたい。

❶_ 活動に参加したきっかけは？
❷_ どんな点が面白いと感じる？
❸_ どんな点が難しいと感じる？
❹_ 活動をとおして成長できた点は？
❺_ この経験を今後どう活かしたい？

QUESTION

放 送 局
放 送 日
放送時間
出 演 者
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東北文教大生はいつだって、何に対しても全力！
今回は体育サークルの中から、代表して８人の学生に登場してもらい、
活動の魅力やスポーツの楽しさについて語ってもらいました。
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目標に向かって汗を流す姿って
やっぱり抜群にカッコいい！

多様な戦型の選手が集まる卓球部。
一人ひとりのレベルが高く、練習環
境に恵まれていると思います。個々の
課題を見つけ、それに合わせた練習
メニューを自分たちで考え練習していま
す。目標は、東北大会レベルの大学
生にも打ち負けない選手になること。
短大卒業後も、クラブに所属して卓
球を続けていきたいです。

短期大学部 人間福祉学科／１年

釜田 優さん
新庄東高等学校 出身

入部して一層深まった
卓球への情熱 4

卓
球
部

男子バスケットボール部は部員の結
束力がピカイチ！楽しみながら強くな
ることをモットーに、練習に励む日々
です。昨年は部長を務めながら、高
校のバスケ部のコーチを兼任。高校
生への指導をとおして、生徒一人ひ
とりの長所や課題との向き合い方を
学び、小学校教員を目指す上でも貴
重な経験になりました。

人間科学部 子ども教育学科／４年

小杉 拓哉さん
山形県立長井高等学校 出身

得られた気づきと経験。
そして仲間との固い絆
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課題や実習との両立が不安で、最初は躊
躇していたサークル活動。ですが実際に入
部してみると、練習日が勉強の良い息抜き
になり、日々の楽しみのひとつになっていま
す。普段の練習以外にも、部員の誰かの
誕生日を祝ったり、大会の後に打ち上げを
したりと、とてもアットホームな雰囲気が気
に入っています。

短期大学部 子ども学科／２年

佐々木 千夏さん
新潟県立佐渡高等学校 出身

大好きなバスケが
日々の原動力に

2
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個性豊かな面々が揃い、明るい雰囲
気の女子バレーボール部。２部リーグ
優勝を目標に、元気に練習に励んで
います。得点の場面では、みんなで
盛り上がり、喜びを共有できるのがバ
レーボールの魅力だと思います。小学
校からずっと続けてきたことで、何事も
諦めない粘り強さを身につけることが
できました。

短期大学部 人間福祉学科／２年

梅川 楓さん
山形城北高等学校 出身

２部リーグ優勝に向けて
気持ちをひとつに

3
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子
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ー
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ー
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普段の練習以外に、毎年７月には由
良ビーチサッカー大会に参加するなど、
学内にとどまらないユニークな活動を
展開しています。技術レベルがさまざ
まな部員が集う中、部長としてそれぞ
れに考慮したルールを作ったり、練習
メニューを考案したり。新しい発見もあ
り、自身の成長につながっていると感
じています。

人間科学部 子ども教育学科／３年

渡部 大空さん
山形県立山形中央高等学校 出身

新しい発見や刺激が
自身の成長につながる 1
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剣道部のメンバーは、とにかく全員が
剣道大好き。練習前はふざけていて
も、練習が始まったら「日本一」とい
う一つの目標に向かい真剣に頑張る、
メリハリのある雰囲気が自慢です。毎
週金曜日には、地域の方 と々の合同
稽古もあり、世代を越えた交流の輪
が広がりました。短大卒業後ももちろ
ん続けていきたいです。

短期大学部 子ども学科／２年

菅野 千夏さん
宮城県柴田高等学校 出身

溢れる「剣道愛」で
目指せ、日本一！

小学校から続けているバドミントン。個
人競技のイメージがありますが、部内
に良きライバルを作り、練習の中でお
互いを高め合える面白さがあります。
夏場の練習やシングルスの試合など、
時には心が折れそうな場面もあります
が、精神面でとても強くなれました。
培った忍耐力を、将来にも役立てて
いきたいです。

短期大学部 総合文化学科／２年

結城 美羽さん
山形学院高等学校 出身

スポーツで鍛えられた
強い精神力と忍耐力

はじめてサークル見学に行ったとき、
「一緒にやろうよ！」と声をかけてく
れた女子フットサル部の先輩方。その
気さくで明るい雰囲気に惹かれ、入
部を決めました。部員みんなが大切に
しているのは、試合の勝ち負けよりも、
とにかくフットサルを楽しむこと。シュー
ズひとつで参加できる気軽さも気に
入っています。

短期大学部 総合文化学科／２年

遠藤 諒夏さん
福島県立ふたば未来学園高等学校 出身

パスをつないで…ゴール！
日々、その楽しさを実感
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F
O
C
U
S 教員プロフィール／東北文教

大学短期大学部 人間福祉学
科 准教授、副学科長。仙台大
学大学院スポーツ科学修士課
程修了。社会福祉学士、ス
ポーツ科学修士。専門分野は
社会福祉学、レジャー・レクリ
エーション学。研究課題に「障
がい者における地域生活支
援についての研究」など。

総合的なアプローチに不可欠
なレクリエーションの重要性

片山／先生のご専門の一つである「レク
リエーション」について教えてください。
南條／レクリエーション（以下、レク）と
言うと、ゲーム・ソング・ダンスといった
イメージを抱く人が多いかと思います。
ですがレクとは、そもそも単に種目的な
観点で捉えるものではなく、「活動に参
加する人がいかにプラスの感情を得ら
れているか」という視点で捉えることが
重要。介護の専門職を目指している本
学人間福祉学科の学生は、福祉サー
ビス利用者（要支援・要介護の高齢者
や障がい者）を対象とした「福祉レクリ
エーション」の支援について学ぶわけ
ですが、それは単に日常生活を楽しく
過ごすための手段に留まらず、日常生
活動作（ADL）の維持・改善、生活課
題や問題点を緩和する手段としても必
要なものです。また福祉サービス利用
者に対して総合的なアプローチをする
上で、レクの視点を取り入れることによ

り利用者の心の元気に繋げることがで
きるものだと思います。
片山／福祉サービスの現場では、レク
の重要性や有効性がどのくらい認知さ
れているのでしょうか？
南條／数十年前に比べると、レク活動
を取り入れる福祉施設は格段に増えて
はいるものの、残念ながらすべての施
設がレク本来の役割や意義を十分に
理解し、適切なレク支援を立案・実践
できているとは言い難いのが現状で
す。レクの重要性がもっと認識されるべ
きで、同時にそのための人材育成が不
可欠だと強く感じます。

まずは自分が楽しむこと。
そして一人ひとりに合わせた
レクリエーション支援を

南條／自分自身がさまざまなレクを知
らなければ支援をすることもできませ
んから、授業の中では実際に学生たち
に活動を体験してもらうことに重点を
置いています。

片山／学外で利用者と直接関わりなが
ら、レク支援を学べる機会も豊富だと感
じます。
南條／知的障がい者を対象としたレク
活動や障がい者スポーツレクなど、私
が外部に持っているフィールドに学生を
スタッフとして引率する機会を多く作っ
ていますね。利用者とどのように関わ
り、どのように説明したらより伝わりやす
いのか、実践の中で習得してほしいと
考えているからです。
片山／レク支援を学ぶ私たち学生が、
特に意識すべきことはありますか？
南條／何より伝えたいのは、レク支援を
する側が楽しくなければ、きっと利用者も
楽しめないということ。その上で、利用者
一人ひとりの身体状況や介護度に合わ
せた柔軟な支援を行うことが大切です。

レ
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教員インタビュー
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　剣道部は、毎週金曜日に地域の方 と々の合同稽古を開催してい
ます。昨年度は体育館改修工事の関係で、12月までの実施でした。
現在まで、幼稚園児から、山形県立上山明新館高等学校、山形市
立第九中学校、山形市立第十中学校、高畠町立高畠中学校、杉の
子剣友会（山形市立南山形小学校、山形市立みはらしの丘小学校、
山形市立本沢小学校）、山形市立桜田小学校、山形市立南小学校
の児童・生徒の皆さんが参加してくださいました。その他に、OG（剣
耀会）をはじめ、山形県内の多くの先生方、保護者の方々も参加し
てくださり、平成30年度の参加者は延べ437名（開始以来2,454
名）でした。この稽古会は今後も継続していく予定です。

　中学生を対象としたワークショップ「保育の魅力を感じよう！
～あそびの中の学び～」を、３月18日に本学ならびに本学付属
幼稚園を会場に開催しました。本企画は2018年に続き2回目の
開催。予想を超えるたくさんのご応募をいただきました。前半で
は、「子ども達と遊んでみよう！」という企画で、付属幼稚園に
通う年中組の子ども達と一緒に遊ぶ企画を行いました。付属幼
稚園教諭の阿部美里先生を講師に「どんぐり君の仲間たちを
作ろう！」というテーマの中で子どもたちとふれあい、遊びまし
た。後半では、子ども教育学科の教員より、保育の魅力について
の講話があり、話に深く聴き入っている参加者の方々の姿が印
象的でした。

　2019年度児童教育センター公開講座（小学校英語）を５月15
日、６月19日の２回にわたって開催しました。本年度のテーマは
「外国語・外国語活動のねらいの理解を深める―コミュニケー
ションを楽しむために―」。理論編である第１回目は子ども教育
学科の山口常夫教授を講師に、示範授業、参加者同士の意見
交換、示範授業の解説を含めた講話の３部構成で実施。そして
実践編である第２回目は山口教授と総合文化学科のSimon 
Reeves准教授が講師を務めました。講座の中では、グループ
ワークや参加者が英語を使った劇を実践。また、英語劇を教育
現場で実践するために必要な考え方や押さえるべき点について、
わかりやすい解説があり、あっという間の２時間となりました。

中学生を対象とした
保育ワークショップを開催。
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児童教育センター公開講座
（小学校英語）を開催。

　本学では、オープンキャンパス以外の日でも、個人・団体（学年
やクラス単位でも可）での大学見学を随時受け付けています。見
学の内容は学科説明・模擬授業・学食体験・キャンパスツアーな
ど、ご希望に応じて実施いたします。「東北文教大学の雰囲気を
自分の目で確かめたい」「東北文教大学のことをもっと知りたい」
という受験生や保護者の皆さん、ぜひ大学見学へお越しくださ
い。詳しくは入試広報センターまで、お気軽にご相談ください。
【入試広報センター】
TEL：023-688-2296／E-mail：GO@t-bunkyo.ac.jp

個人・団体での大学見学を
随時受付中。

6

剣道部が
合同稽古を開催。



　

も
と
も
と
は
公
務
員
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
え

な
く
試
験
に
失
敗
。
す
っ
か
り
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
私
に
、

進
路
指
導
課
の
先
生
は
一
般
企
業
へ
の
就
職
を
勧
め
て
く
れ
ま

し
た
。「
た
と
え
進
む
道
は
変
わ
っ
て
も
、
ま
だ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
」そ
う
思
え
て
き
た
矢
先
、
度
胸
試
し
の
つ
も
り

で
面
接
を
受
け
た
の
が
今
の
勤
務
先
で
あ
る（
株
）蔵
王
自
動

車
学
園
で
す
。
現
在
は
教
習
指
導
員
と
し
て
、
普
通
車
や
中

型
車
の
教
習
に
加
え
、
高
齢
者
教
習
な
ど
も
担
当
。
さ
ら
に

技
能
検
定
員
と
し
て
、
修
了
検
定
や
卒
業
検
定
を
担
当
す
る

立
場
で
す
。

　

教
習
生
の
年
代
は
さ
ま
ざ
ま
。
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や
力

量
を
見
極
め
、
10
人
い
れ
ば
10
通
り
の
教
え
方
を
探
っ
て
い
く

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
指
導
員
の
腕
の
見
せ
所
と

感
じ
る
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
し
た
教
習
生
が
何
年
後

か
に
遊
び
に
来
て
く
れ
、「
先
生
、
私
ま
だ
無
事
故
・
無
違
反

だ
よ
」な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
時
は
心
か
ら
安
心
し
ま

す
し
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
習
生
と
の
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
楽
し
い

出
会
い
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
同
僚
と
の
抜
群
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
。
そ
ん
な
人
と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
は
、
短
大
時
代

に
学
べ
た
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
剣
道
部
の
仲
間
や
、
学
科

を
越
え
た
友
達
と
の
交
流
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
し
、
当
時
の
人
脈
に
今
に
な
っ
て
助
け
て
も
ら
う
機
会
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
の
み
ん
な
に
も
、
一
つ
で
も
多

く
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

昨
今
、
安
全
運
転
者
の
育
成
が
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
教
習
生
は
、
卒
業
す
れ
ば
私
た
ち
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
知
識
と
技
術
だ
け
を
頼
り
に
運

転
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

こ
に
通
っ
て
も
ら
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
自
分
と
他
人

の「
い
の
ち
を
守
る
運
転
」を
全
力
で
教
え
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

プロフィール
1974年生まれ。山形県立
山形中央高等学校出身。
1995年山形女子短期大学
（現 東北文教大学短期
大学部）国文科卒業。同年、
株式会社蔵王自動車学園
に就職し、現在に至る。
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剣
道
の
大
会
で
東
北
２
位
に
。

イ
ン
カ
レ
に
も
出
場
し

一
躍
注
目
を
浴
び
る

1
年
次

公
務
員
へ
の
道
を
断
念
し

(

株)

蔵
王
自
動
車
学
園
に
就
職

２
年
次

株
式
会
社 

蔵
王
自
動
車
学
園

海
谷 

宏
美
さ
ん 

現
在

社会ではば
たく

りょく

結
婚
。間
も
な
く
し
て

年
子
を
出
産
す
る
も

周
囲
の
協
力
を
得
て

仕
事
を
続
け
る

技
能
検
定
員
資
格
を
取
得
。

安
全
運
転
者
を
育
成
す
る

使
命
感
と
責
任
感
が

よ
り
強
い
も
の
に

25
歳

30
代

ここがターニングPoint！　

私の
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広報誌タイトル
「To Be！」の由来

To Beには「やがて～になる」の意味と「TOBE（飛べ）」という思いを込めました。
東北文教大学は「なりたい自分」を見つけ、未来に向かって羽ばたいていく皆さんを応援していきます。

教
習
生
は
も
ち
ろ
ん
、上
司
や

後
輩
か
ら
頼
り
に
さ
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に

進
む
道
が
変
わ
っ
て
も

「
自
分
の
で
き
る
こ
と

は
あ
る
」と
心
機
一
転

奮
起
し
ま
し
た

挫折を乗り越え、拓いた道。
全力で教え続けたい
いのちを守る安全運転。


